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（１）共創 展開 グラム 

  
 
 元年 10 よ 、 大 、北陸 大 院大 （JAIST）、 同 合全

国 センター（IKOC）、 会社日本 構 よ 活動 SCOP と

コン ーシアムを んで、「共創 展開 グラム」を し 本 グラム 、

大 が とな 、 都 で活 する に リ レント の と 研究 とし

ての を し、 の が地域 の発展を ポートする で る 、

成 31 年度「地域 保 等 （ 保ス ーム： 展

開 ）」として ので、 都 から地域 への のマッ ングに

を て、 ざ な の共創を て、 の 度 と 地域課題の に

ん  
 大 で 、2018 年度よ 地域創 に ・文 継承コースを し、社会の

来を 持続可能な を構 で る の 成に を て 、2019 年

2 に発 し ・社会共創推進 構に て、共創 研究 ジ トとして、

治 、 、 研究 関等との による 合研究と社会 を推進して る

本 、 し 大 の ・研究 を として、「 」に を て し 共

創的研究・ ・社会 を す ので る  
 コン ーシアムの 1 の で る  
 

1 共創 展開 グラムの全  
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 大 、 として全 ・ 括を行 、 都 で活 する を 大

の 研究 として 、 の 度 セスに ての研究を推進する

研究 とな に 、1 30 の活動 が から

る 研究 、 に 3 4 日 度、 で活動し、1 2 日 度、大 での

グラムに し、 の経 を活用して地域の の生 規 開発な

に 2019 年 10 から 年 の となる  
 リ レント の グラム 、個別 ミ、コアス ー 、総合 から成 、

に する大 の をスー ー イ ー（ ）として る（ 2 ） 
 

2 共創 展開 グラムの  

 

 
 JAIST 、 コア 成ス ー を し、 的な ー スを創 する め

の を行 の発 と の開 に関して IKOC が 、2018 年度に行

大 での のコン ーシアムに して 日本 構と SCOP から

ウ ウの を る 地元 関 会が、 を とする の

発 に して る 大 の ・研究 、 関のコー ネート、地域の 治

・ 関の ポート、 の 、 関 の経 戦略が一 とな

「共創」 が本 の で る の を て、地域 が共創的に発展す
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る し を から創 し、全国に する とを す  
 本 グラムをケーススタ による 年 の 研究と て、地域の

の 度 セスを検 する の に て、地域政策研究センター 、 の

度 セス、 よ 、 都 が地域に する めのエコシス ムの構 に関す

る研究を推進し 北陸・ のポ ンシ が 、 の持続的な発展が

めら て る しかし、地域の文 的 を活用し ジネスが地元に が

て るかと と、 とか大 行会社な の「 」に して る

、地域 として 発展 で る 地 の の 、一 の経 と

とに か 、 的 の に し 、社 の が とが課題とな て

る で、本 で 、地 の の 成に し、持続的な の構

る を る政策 に 一 として、 の の 成に る

的な課題と の を究 し、 の を て 的な 策を る  
 な 、本 の推進の めに、 雅 大 市 大 を地域政策研究センタ

ーの として 用し （2020 年 3 で） 創 都市研究の 的リー ーの

で る 、 の スタッフらと共に のリ レント を とと

に、地域 の 度 セスに関する研究に て、総論的な問題 を し

マス ーリズムに る持続可能な文 的 、 リエイ ーリズムを展開す

る で、 な 成の とな るが、 の理論的・国際的な研究の ッ

ーンを構 する とが て る  
 本 の の で る  
 

（ 大 社会研究域）：地域経済  
雅 （ 大 ・大 市 大 ）：文 経済  

大 （ 大 社会研究域）：マーケ ング論 
谷 （ 大 社会研究域）： 、都市  

（北陸 大 院大 ）：地域経 、 政策 
（北陸 大 院大 ）：都市 イン 

山本 （ ・日本 構 問） 
ミアシスタント： 富雅之（日本 構 レ ター） 
ミアシスタント： （JAIST 研究 ・（ ） 創 ラ ） 
ミアシスタント： （IKOC 理 務） 

 
 本 グラムに 、 15 社の地元 が に 同してエントリーし、 に 93
の が 日本 構と IKOC が する で、 の から ・ 考・

を行 、 的にマッ ングが成 し の の 7 社 9 で る  
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会社 ・ア ーレ（ 市） ーマ「地域の となる 」 

ー ス・フ ントな の 務 と国 の 度 （ ・マーケ ング 検

討な ） 研究 ： （ ミ） 

ア ーレ 地域 ラン の ・ ー ス の と推進 研究 ： （

ミ） 

イン ウン の めの 研究 ： （ 谷 ミ） 

・ 会社 タ シー（ 市）： ーマ「 社 を活用し 市 の創 」

な アー ランの ・ と、 に 研究 ： （ ・ ミ）  

・ 果 果 会社（ 市）： ーマ「地域 の流 進の めの社

」 社 の 度全 （ ）の課題 理と、 社の に し 行

ランの策 研究 ： （ ・ ミ） 

・ 会社（ 市）： ーマ「地域の 文 を る めの生 」

での 務 による生 と、 動の の 研究 ：FH（
ミ） 

・北陸 会社（ 市）： ーマ「 の未来を創 、 と地域を な 」「 ー

ー」を とし の ラン 展開 ラン策 、 展開、 展開、 な用

開発な の 策検討と 研究 ：SM（ ミ） 
・ 会社 All Dash Restaurant System（ 市）： ーマ「地域の を る めの

」 会社全 での 務 への 的な の推進 研究 ：

SN（ ミ） 
・ 会社 Asian Bridge（ 市、本社 ）： ーマ「ICT を活用し

創 」 し 域で の しの 開発 ランを 成し、 行へ

する 研究 ：MY（ ミ） 
 
 1 によ で し が、8 が の成果を て し、 的に 7
が らかの で との関係を継続する ととな  

 
 本 を て らかにな とを か て 第 1 に、地元の

に て 、 な として 、生 ・ 、 理、社 の 報共 な 、

経 の 本的な が未 な とが る で 100 年 200 年と続 て

が ると が の が、 し のよ な 本的な経 課題が るならば、

大 進展するで 第 2 に、 に ー な ならで の経 スタ

イ と のが て、 に経 理論を て め ば ので な 、

地域コミュニ 視な 、 的なよ を し 、 的な経 ス を

て、 を 構 して か、と と に の経 課題が

る 第 3 に、地元の が する に 、地域的な の めて の のが 、
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し ー な の「 」を のよ に て発 するかと ーマが

と で 、 にと て が の る ーマとなる 第 4 に、

の「 」が課題の 1 で るが、 し 個別 での 規社 としての に ら

、 務 を継続しながら地域ネット ー 的に関 て と 検討 る

が る の グラムを か にして、地域文 に ざし 持続可能な

の し 展開を、 から して ば で る  
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